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  ARPES を用いた La2-xSrxCuO4の自己エネルギー解析 
Self-energy analysis of ARPES spectra in La2-xSrxCuO4 
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1 はじめに 
 La2-xSrxCuO4(LSCO)は単層型の銅酸化物高

温超伝導体であり，広範囲のドープ量 x の単

結晶試料が作製できることから，擬ギャップ

および超伝導発現機構の系統的な研究に適し

た系である．本研究では，オーバードープ領

域の x=0.22 の試料について，角度分解光電子

分光(ARPES)を行い，得られたノード方向の

準粒子スペクトルから Kramers-Kronig 変換を

用いて，系の自己エネルギーを自己無撞着に

求める解析を行った． 

2 実験 
 LSCO の単結晶は floating-zone 法により作

製され，ARPES 測定は BL-28A で行われた．

試料を超高真空(~10-8Pa)の測定槽内でヘキ開

して清浄な表面を得たのち，温度 10K で測定

を行った． 

3 結果および考察 
図 1 にノード方向の対称化されたスペクト

ルと Kramers-Kronig 変換を用いた自己エネル

ギー解析の結果を示す．x=0.03[1]では，自己

エネルギーの波数依存性を含む𝜀𝒌0 + ReΣ(𝒌, 0)
が kF 近傍で裸のバンド分散𝜀𝒌0より小さい値を

とるが，x=0.22 ではほぼ同じ値であることが

わかる．典型的なフェルミ液体である SrVO3

についても同様の解析が行われており[2], 
𝜀𝒌0 + ReΣ(𝒌, 0)が広い波数領域に渡り𝜀𝒌0に一致

している．このことから LSCO のオーバード

ープ領域ではフェルミ液体的で自己エネルギ

ーの波数依存性が弱いと言える．一方、アン

ダードープ領域では自己エネルギーの波数依

存性が大きくなっていると考えられる． 

4 まとめ 
 LSCO(x=0.03,0.22)の ARPES スペクトルか

ら自己エネルギーを求める解析を行った．そ

の結果，自己エネルギーの波数依存性，およ

び組成依存性が明らかになった． 
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図 1:  LSCO(x=0.03,0.22)の自己エネルギー解析の

結果．赤色のドットは MDC ピークより定めた準粒

子分散．紫色の折れ線は自己エネルギー解析より求

めた𝜀𝒌0 + ReΣ(𝒌, 0)．青色の直線は裸のバンド分散𝜀𝒌0． 
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